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論

説

辞
書
の
ゆ
く
え

東
亜
同
文
書
院
の
中
国
語
教
材

『華
語
葦
編
』
以
前
に
つ
い
て

石

田

卓

生

・
・
…

は
じ
め
に

東
亜
同
文
書
院
は
、

一
九
〇

一
年

(明
治
三
四
)
五
月
、
中
国
問

題
に
取
り
組
む
団
体
、
東
亜
同
文
会
に
よ

っ
て
上
海
に
設
立
さ
れ
、

日
本

の
敗

戦
と
と
も
に
消
滅
し
た
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。
当
初
は

私
塾
的
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、

一
九

二

一
年

(大
正

一
〇
)
に
専
門

学
校
、

一
九
三
九
年

(昭
和

一
四
)
に
は
大
学

に
昇
格
す
る
な
ど
、

中
国
国
内

に
校
舎
を
置
き

つ
つ
も
日
本
の
学
校
と
し
て
五
千
人
近
く

の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
。

中
国

に
関
わ
る
経
済
、
政
治
分
野

の
実
務
者

の
養
成
を
目
的
と
し

て
い
た

こ
と
か
ら
、

こ
の
学
校
で
は
中
国
語
教
育
が
重
視
さ
れ
て
お

り
、
正
課

の
ほ
か
に
中
国
語
教
育
研
究
雑
誌

『華
語
月
刊
』
(
一
九

二
八
年
七
月
～

一
九
四
三
年

=

月
)
が
刊
行
さ
れ
た
り
、
未
完
成

に
終
わ
っ
た
も

の
の
中
国
語
担
当
教
員
た
ち

に
よ

っ
て
中
国
語
辞
典

の
編
纂
作
業
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
た
。
な
お
、

こ
の
辞
典
編
纂
は

バ
　
　

愛
知
大
学

『中
日
大
辞
典
』
の
淵
源
と
な

っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
活
動

の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、

学
年
ご
と
に
初
集
か
ら

ム
　
　

四
集
ま
で
用
意
さ
れ
た
北
京
語

の
教
科
書

『
華
語
葦
編
』
シ
リ
ー
ズ

に
よ
っ
て
体
系
的
な
中
国
語
教
育
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

ムヨ

　

こ
の
教
科

書

は
、
東

亜
同
文
書
院
出
身

教

員
真

島
次
郎
、
清
水

ム
　
　

ムら
　

バ　
　

　
フ
　

バ
　
　

董
三
、
鈴
木
択
郎
、
久
重
福
三
郎
、
熊
野
正
平
、
坂
本

一
郎
な
ど
を

中
心
に
中
国
人
教
員
も
ま
じ
え
て
編
ま
れ
、
必
要

に
応
じ
て
改
訂
、

ム
　
　

増
補
を
う
け
な
が
ら
授
業
で
使
用
さ
れ
続
け
た
。

そ
の
特
徴
に

つ
い
て
、
今
泉
潤
太
郎
氏
は
次

の
よ
う
に
述
ぺ
て
い

る
。
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「華

語
葦
編
」
が
極
め
て
高
度
な
水
準
の
教
科
書

で
あ
る
ば
か

り
か
、
こ
れ
を
教
授
す
る
も
の
に
対
し
て
も

「此
に
載
す
る
能

は
ざ
り
し
者
少
な
か
ら
ず
、
教
授
者
其
意
を
含
み
て
補
講
せ
ら

れ
ん

こ
と
を
」
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
駿
馬
は
騎
手
を

え
ら
ぶ
と
い
う
。
同
文
書
院
以
外

で

「華
語
葦
編
」
を
自
在
に

使
用
す
る
教
授
者
も
少
な
か

っ
た

こ
と
も
ま
た
、
そ
の
故
に
加

ム
リ
　

え

る
べ
き
か
も
知
れ
ぬ
。

実
際
、

『華
語
葦
編
』

が
東
亜
同
文
書
院
以
外
で
用
い
ら
れ
た
例

は
少
な

い
。
管
見
に
よ
れ
ば
、

「満
州
国
」
文
教
部

の
満
州
語
学
講

ムけ
　

習
所
と
、
旧
東
亜
同
文
書
院
関
係
者
が
設
立
に
関
係
し
た
戦
後
の
愛

知
大
学

の
二
例
だ
け
で
あ
る
。

『華
語
葦
編
』
が
学
外

で
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
に

は
、
こ
れ
が
東
亜
同
文
書
院
用
教
科
書
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

こ
の
学
校

の
中
国
語
教
育
活
動
の
在
り
方

に
も
原
因
が
あ
る
と
考

え
る
。
中
国
語
を
担
当
す
る
日
本
人
教
員
は

母
校
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

一
人
鈴
木
択
郎
が
中
国
語

教
員
に

つ
い
て

「や

っ
ぱ
り
同
文
書
院
出
じ
ゃ
な
き
ゃ
だ
め
だ
、
と

ハに
　

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
た
」
と
語

っ
て
い
る
よ
う
に
、
排
他
的
と
も

孤
高
的
と
も
い
え
る
環
境

の
中
で
中
国
語
が
教
え
ら
れ
て
い
た

の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
東
亜
同
文
書
院

の
中
国
語
教
育
は
、
日
本
の
中
国
語

教
育
史

の
中

で

一
定

の
評
価
を
う
け
て
き
た
。

こ
の
分
野
の
第

一
人

者
で
あ
る
六
角
恒
廣
氏

は

「日
本
に
お
け
る
中
国
語
教
育
の
中
心
的

ハ
ロ
　

な
柱
と
な

っ
た
善
隣
書
院
、
東
京
外
国
語
学
校
、
東
亜
同
文
書
院
」

と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年

で
は
独
自

の
教
材

『華
語
葦
編
』
や

バ
れ
　

『華
語
月
刊
』
に
焦
点
を
絞

っ
た
研
究

に
よ

っ
て
、
そ

の
教
育
活
動

の
詳
細
な
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

そ
う
し
た
従
来

の
研
究
に
は
、
中
国
語

の
授
業
数
や
担
当
教
員
の

構
成
な
ど
教
育
課
程

の
記
録

か
ら
考
察
す

る
も

の
や
、
『
華
語
葦

編
』
完
成
以
降

の
時
期
に
焦
点
を
絞

っ
た
も

の
が
多

い
。
し
か
し
、

授
業
数
の
多
少
と
い
っ
た
制
度
面
だ
け
で
実
際

の
状
況
を
理
解
す
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
し
、
大
正
以
降
に
使

わ
れ
た

『華
語
葦
編
』

を
み
る
だ
け
で
は
、
そ
れ
以
前

の
状
況
を
十
分
に
把
握
で
き
な
い
と

い
う
問
題
が
あ
る
。

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
本
論

で
は

『華
語
葦
編
』
刊
行
以
前

の

教
材
を
用

い
て
東
亜
同
文
書
院
初
期
の
中
国
語
教
育
を
考
察
す
る
。

御
幡
雅
文

『華
語
蹉
歩
』

『華
語
葦
編
』
は
、

一
九

一
五
年

(大
正

四
)
九
月
よ
り
東
亜
同

ム
ゐ
　

文
書
院
で
使
わ
れ
は
じ
め
た
。
で
は
、
そ
れ
以
前
は
ど
の
よ
う
な
教

材
が
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

開
校
し
た

一
九
〇

一
年

(明
治
三
四
)
か
ら

一
九
〇
二
年

(明
治

　
お

　

三
五
)
九
月
ま
で
中
国
語
を
教
え
た
の
は
御
幡
雅
文

で
あ
る
。
彼
が

バリ
　

お
　

用

い
た
教
材

に
つ
い
て
、
教
え
子

の
江

口
良
吉
、
茂
木

一
郎
、
大

　り
　

野
弘
は
、

「御
幡
雅
文
は
、
毎
日
曜
自
著

の

『華
語
畦
歩
』
を
熱
心
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ム
　
　

に
教

え

た

」

と

述

べ

て

い

る
。

ム
れ
　

『華
語
蹉
歩
』
は
北
京
語

の
教
科
書
で
、
も
と
も
と

「瑳
浦
揮
粛
」

名
義

で
未
定
稿

(
一
八
八
六
年

〔明
治

一
九
〕
夏
)
と
し
て
刊
行
さ

ム
お
　

れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
基

に
し
た
と
い
う

『華
語
琿
歩
上
編
』

(日
清
貿

易
商
会
蔵
版
、

一
八
九
〇
年
八
月

〔
明
治

二
三
〕
)
と

『華

語
琿
歩
下
編
』
(同
版
、

一
八
九

一
年

〔明
治
二
四
〕)
が
日
清
貿
易

へ
　
　

研
究
所
で
使
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
東
亜
同
文
書
院
の
開
学
と
ほ
ぼ

同
時
に

『華
語
蹉
歩
全
』
(東
亜
同
文
会
蔵
版
)
が
刊
行
さ
れ
た
。

な
お
、
未
定
稿
本
、
日
清
貿
易
商
会
蔵
版

の
上
下
編
は
筆
者
未
見
。

東
亜
同
文
書
院

で
用

い
ら
れ
た

『華
語
蹉
歩
』
は
、
刊
行
時
期
か

ら
考
え
て
東
亜
同
文
会
蔵
版
と
推
断
す
る
が
、
こ
の
版
に
は

一
九
〇

一
年
に
東
亜
同
文
会
が
刊
行
し
た
も
の

(以
下
、
東
亜
同
文
会
本
)
、

一
九
〇
三

(明
治
三
六
)
～

一
九
〇
八

(明
治
四

一
)
年

の
間
に
文

求
堂
が
発
行

し
た
も
の

(以
下
、
文
求
堂
本
)
"

1
九
O
八
年
か
ら

刊
行
さ
れ
た
増
補
本

(以
下
、
増
補
本
)
の
三
種
が
あ
る

(次
頁
表

-
参
照
)
。

e

東

亜
同
文
会
本

一
九
〇

一
年
に
刊
行
さ
れ
た
東
亜
同
文
会
本
は
、
折
り
込
み
表

一

枚
を
付
け
た
七
六
丁

の
和
装
本
で
あ
る
。
中
表
紙
に
は

「明
治
辛
丑

歳
五
月
」

(明
治
三
四
年
五
月
)、
「東
亜
同
文
会
蔵
版
」
と
あ
る
。

ム
　
　

そ
の
奥
付
を
引
く
。

明
治
三
十
四
年
五
月

一
日
印
刷

明
治
三
十
四
年
七
月
十
日
発
行

(非
売
品
)

発
行
所

東
京
市
赤
坂
区
溜
池
町
二
番
地

東
亜
同
文
会

編
輯
兼
発
行
者

東
京
市
芝
区
露
月
町
十
五
番
地

柏
原
文
太

郎
印
刷
者

東
京
市
麹
町
区
紀
尾
井
町
三
番
地

高
橋
信
定

印
刷
所

東
京
市
麹
町
区
紀
尾
井
町
三
番
地

麹
町
活
版
所

こ
こ
に
は
著
者
で
あ
る
御
幡
雅
文
の
名
前
は
な
い
。
替
わ
っ
て

　
お
　

「編
輯
兼
発
行
者
」
と
し
て
柏
原
文
太
郎

の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。

柏
原
は
東
亜
同
文
会

の
幹
部
で
あ
り
、
同
会

が
設
立
し
た
中
国
人
留

学
生
を
対
象
と
す
る
東
京
同
文
書
院

(後

の
目
白
中
学
校
、
現
中
央

大
学
付
属
高
等
学
校
)
の
運
営
を
担

っ
て
い
る
が
、
中
国
語
教
育
に

関
す
る
業
績
が
あ
る
人
物
で
は
な
い
。

該
書

の
構
成

は
、

目
次

「華
語
蹉
歩
目

録
上
編
」
、
発
音
教
材

「北
音
平
灰
譜
」
が
巻
頭
に
お
か
れ
、
続
く
部
分

は
三

つ
の
部
分
ご

と
に
丁
数
が
振
ら
れ
て
い
る
。

第

一
部
分
は
、
中
国
人

の
姓
を
集
め
た

「百
家
姓
」
(第

一
-
二

丁
)

で
あ
る
。

第

二
部
分
は
、
単
語
集

「天
文
類
」
「地
輿

類
」

コ
房
屋
類
」
「時

令
類
」
「水
火
類
」

「呼
称
類
」
「舗
店
類
」

「身
体
類
」
「飲
食
類
」

「像
伏
類
付
衣
冠
類
」
「禽
獣
類
付
昆
虫
類
」

「繭
材
類
」
「疾
病
類
」

「貨
物
類
」
「顔
色
類
」
、
常
用
例
文
集

「散
語
類
」

「続
散
語
類
」
の

全

一
七
類

(第

一
-
四
五
丁
)
で
あ
る
。

第
三
部
分
は
、
日
常
会
話
例
文
集

「家
常
問
答
」
全
三
六
章

(第
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表1『 華語蹉歩』諸本一覧

出版時期 著者・編者 題 名 出 版 版 版数 ・刷数 備 考

1886年 夏

(明治19)
壇浦揮粛 華語琿歩 未定稿 未見。

1890年8月

(明治23)
御幡雅文

華語琿歩
上編

日清貿易商会

蔵版
未見。

1891年

(明治24)
御幡雅文

華語琿歩
下編

日清貿易商会
蔵版

未見。

1901年7月10日

(明治34)

柏原

文太郎

編輯

華語蹉歩

全

東亜同文会

蔵版

2、45、28丁 、

折 込 表1枚 、23㎝ 、

和 装 本 、 非 売

1903年10月1日

(明治36)
御幡雅文

華語畦歩

全
文求堂
東亜同文会

蔵版

初版

〔第1版 第1刷 〕

2,11,6,32,35,

21、9丁 、

和 装 本 、 市 販

1905年8月5日

(明治38)
御幡雅文

華語畦歩
全 文求堂

東亜同文会

蔵版

再版

〔第1版 第2刷 〕
未見。

1906年6月1日

(明治39)
御幡雅文

華語畦歩

全
文求堂
東亜同文会

蔵版

第3版

〔第1版 第3刷 〕
未見。

1907年2月15日

(明治40)
御幡雅文

華語畦歩
全

文求堂
東亜同文会
蔵版

第4版

〔第1版 第4刷 〕
未見。

1907年5月20日

(明治40)
御幡雅文

華語畦歩

全
文求堂
東亜同文会

蔵版

第5版

〔第1版 第5刷 〕
未見。

1908年1月1日

(明治41)
御幡雅文

華語畦歩
全

文求堂
東亜同文会
蔵版

第6版

〔第1版 第6刷 〕
未見。

1908年9月5日

(明治4D
御幡雅文

増補

華語畦歩
文求堂
東亜同文会

蔵版

第7版

〔第2版 第1刷 〕

序6、 自序2、 凡例

4、目次2、 本 文352

ペー ジ、折込表1枚 、

23cm、洋装本 、市販

1910年1月10日

(明治43)
御幡雅文

増補

華語畦歩
文求堂
東亜同文会

蔵版

第8版

〔第2版 第2刷 〕
未見。

1911年4月25日

(明治44)
御幡雅文

増補
華語畦歩 文求堂

東亜同文会
蔵版

第9版

〔第2版 第3刷 〕
未見。

1913年5月20日

(大正2)
御幡雅文

増補

華語畦歩
文求堂
東亜同文会

蔵版
第10版

〔第2版 第4刷 〕
未見。

1915年4月25日

(大正4)
御幡雅文

増補

華語蹉歩
文求堂
東亜同文会

蔵版

第11版

〔第2版 第5刷 〕

序6、 自序2、 凡例

4、目次2、 本文352

ペー ジ、折込表1枚 、

23㎝ 、洋装本、市販

1917年5月1日

(大正6)
御幡雅文

増補

華語畦歩
文求堂
東亜同文会
蔵版

第12版

〔第2版 第6刷 〕

序6、 自序2、 凡例

4、目次2、 本 文352

ペー ジ、折込表1枚 、

23cm、洋装本 、市販
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六

-
二
八
丁
)
で
あ
る
。

ま
た
、
文
字
の
四
隅
に
点
を
打

つ
こ
と
で
四
声
を
あ
ら
わ
し
、
有

気
音
は
黒
点
に
、

「家
常
問
答
」

で
は
重
念

(重
読
)
す
る
文
字
の

向
か

っ
て
右
側
に

「
一
」
を
付

け
て
い
る
。

口

文

求
堂
本

一
九
〇

三
年
に
刊
行
さ
れ
た
文
求
堂
本
は
、
東
亜
同
文
会
本
と
同

型

の
和
装
本

で
あ
る
が
、
全

=
二
二
丁
と
大
幅

に
増
丁
さ
れ
て
い

る
。
表
紙

に

「華
語
畦
歩
全
」
、
中
表
紙

に
は

「御
幡
雅
文
編
」
「東

亜
同
文
会
蔵
版
」
と
あ
る
。

そ
の
奥
付
を
引
く
。

明
治

三
十
六
年
九
月
廿
五
日
印
刷

明
治
三
十
六
年
十
月

一
日

発
行

著
作
者

御
幡
雅
文

発
行
者

田
中
慶
太
郎

東
京
市
本
郷
区
本
郷
三
丁
目
十
番
地

印
刷
者

野
村
宗
十
郎

東
京
市
京
橋
区
築
地
三
丁
目
十
五
番

地
印
刷
所

株
式
会
社
東
京
築
地
活
版
製
造
所

東
京
市
京
橋
区

築
地
二
丁
目
十
七
番
地

発
行

所

東
京
市
本
郷
区
本
郷
三
丁
目
十
番
地

文
求
堂
書
店

圖
電
話
下
谷

八
百
二
十
番

東
亜

同
文
会
本
で
は
記
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
御
幡
雅
文

の
名

が

「著
作
者
」
と
し
て
記
さ
れ
、
「発
行
者
」
は
文
求
堂
の
田
中
慶
太
郎

と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
東
亜
同
文
会
本
は
非
売
品
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
文
求
堂
本

は
市
販
さ
れ
て
い
た
。
巻
末

「売
捌
所
」
欄

に
は
、
取
扱
店
が
記
さ

れ
て
い
る
。

マ
マ

東
京
市
日
本
橋
区
通
三
丁
目

東
京
市
神
田
区
表
神
保
町

東
京
市
神
田
区
表
神
保
町

京
都
市
下
京
区
寺
町
通
四
条
北

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
二
条
南

大
阪
市
南
区
心
斎
橋
筋

一
丁
目

神
戸
市
元
町
五
丁
目

清
国
上
海
英
租
界
棋
盤
街

該
書

の
構
成
を
み
る
と
、

序
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

会
長
)、
小
田
切
万
寿
之
助

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
目
次

「華
語
畦
歩
目
録
」、

丁
、

「官
話
平
灰
編
」
が
四
丁
あ
り
、

丁
数
が
振
ら
れ
て
い
る
。

第

一
部
分
は
、
「百
家
姓
」

第

二
部
分
は
、
単
語
集

「天
文
類
」

dF
類
J

r水
火
類
」

「呼
称
類
」

「像
侠
類
付
衣
冠
類
」

丸
善
株
式
会
社

東
京
堂
書
店

中
西
屋
書
店

文
求
堂
書
店

松
田
書
店

松
村
書
店

吉
岡
書
店

江
左
書
林

巻
頭
に
東
亜
同
文
会
本
に
は
な
か
っ
た

長
岡
護
美

(東
亜
同
文
会
副
ハお
　

(上
海
総
領
事
)
、
陶
森
甲
、
長
白
桂
林

発
音
教
材

「官
話
音
譜
」
が
三

以
降
は
七
つ
の
部
分
ご
と
に

(第

一
-
二
丁
)
で
あ
る
。

「地
輿
類
」
コ
房
屋
類
」
「時

「舗
店
類
」

「身
体
類
」
「飲
食
類
」

「禽
獣
類
付
昆
虫
類
」

「蔚
材
類
」
「疾
病
類
」

東亜同文書院の中国語教材i6i



「貨
物
類
」
「顔
色
類
」、
以
上

一
五
類

(第
六
1

=

丁
)
で
あ
る
。

第
三

-
四
部
分
は
、
常
用
例
文
集

「散
語
類
」
(第

一
-
六
丁
)

と

「続
散

語
類
」

(第

一
-
三
二
丁
)
で
あ
る
。

第
五
部
分

は
、
日
常
会
話
集

「家
常
問
答
」

(第

一
-
三
五
丁
)

で
あ
る
。

第
六
部
分
は
、
面
会
時
を
想
定
し
た
会
話
例
文
集

「接
見
問
答
」

(第

一
-
二

一
丁
)
で
あ
る
。

第
七
部
分
は
、
諺
集

「常
言
類
」
(第

一
-
九
丁
)
で
あ
る
。

こ
の
う
ち

「接
見
問
答
」
と

「常
言
類
」
は
、
東
亜
同
文
会
本

に

は
な
い
増
補
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
東
亜
同
文
会
本
で
は
全

三
六
章
で
あ

っ
た

「家
常
問
答
」
が
、
第
三
六
章
を
書
き
換
え
た
上

で
大
幅
に
加
筆
さ
れ
全
五
〇
章
と
な

っ
て
い
る
。

四
声
、
有
気
音

の
表
記
、

「家
常
問
答
」

で
重
念

に

「
=

を
付

け
る
こ
と
は
東
亜
同
文
会
本
と
同
様

で
あ
る
が
、
追
加
さ
れ
た

「接

見
問
答
」

「常
言
類
」

は
、
句
ご
と
に

一
字
分
の
空
白
を
入
れ
る
だ

け
の
白
文

で
あ
る
。

後
述
す

る
増
補
本

(第

一
二
版
)
奥
付
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
求
堂

本
に
は

一
九
〇
三
年

の
初
版

の
ほ
か
に
、

一
九
〇
五
年
再
版
、

一
九

〇
六
年
第

三
版
、

一
九

〇
七
年
二
月
第
四
版
、
同
年
五
月
第
五
版
、

一
九
〇
八
年
第
六
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
実
見
し
た
の
は

初
版
本
だ
け
で
あ
る
が
、
各
版

の
刊
行
時
期
の
間
隔
が
あ
ま
り
に
短

い
こ
と
か

ら
、

こ
の
版

次
は
内
容
変
更
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
増

刷
回
数
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

日

増
補
本

一
九
〇
八
年

(明
治
四

一
)
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
増
補
本
は
、
和

装
本
で
あ
っ
た
東
亜
同
文
会
本
や
文
求
堂
本
と
異
な
り
洋
装
本
で
あ

る
。
次
に
そ
の
奥
付
を
引
く
。

明
治
三
十
六
年
九
月
廿
五
日
印
刷

明
治
三
十
六
年
十
月

一
日
発
行

明
治
三
十
八
年
八
月
五
日
再
版
発
行

明
治
三
十
九
年
六
月

一
日
三
版
発
行

明
治
四
十
年
二
月
十
五
日
四
版
発
行

明
治
四
十
年
五
月
二
十
日
五
版
発
行

明
治
四
十

一
年

一
月

一
日
六
版
発
行

明
治
四
十

一
年
九
月

一
日
増
補
七
版
印
刷

明
治
四
十

一
年
九
月
五
日
増
補
七
版
発
行

実
価
金
壱
円
八
拾
銭

著
作
者

御
幡
雅
文

発
行
者

田
中
慶
太
郎

東
京
市
本
郷
区
湯
島
四
丁
目
八
番
地

印
刷
者

野
村
崇
十
郎

東
京
市
京
橋
区
築
地
三
丁
目
十

一
番

地
印
刷
所

株
式
会
社
東
京
築
地
活
版
製
造
所

東
京
市
京
橋
区

築
地
二
丁
目
十
七
番
地

発
行
所

東
京
市
本
郷
区
湯
島
四
丁
目
八
番
地

文
求
堂
書
局

電
話
下
谷
八
百
二
十
番

振
替
貯
金
二
百
十
八
番
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該
書
も
文
求
堂
本
と
同
じ
く

市
販
さ
れ
て
い
た
。
巻
末

に
は
次
に

引
く
取
扱
店
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
文
求
堂
本
よ
り
も
販
路
は
増
え

て
お
り
、

日
露
戦
争
後
に
日
本

の
勢
力
圏
と
な

っ
た
大
連
や
中
国
東

北
地
方
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

東
京
市
日
本
橋
区
三
丁
目

東
京
市
神
田
区
表
神
保
町

東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町

東
京
市
神
田
区

一
ツ
橋
通
街

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
二
条
南

大
阪
市
南
区
心
斎
橋
筋

一
丁
目

清
国
上
海
大
東
門
内

大
連
市
大
山
通

一
丁
目

大
連
市
伊
勢
町

満
州
安
東
県
市
場
通
六
丁
目

該
書
の
構
成
は
、
巻
頭
に
端
方

岡
護
美
、
小
田
切
万
寿
之
助
の
序
文

例

(四
頁
)
が
お
か
れ
て
い
る
。

章
は
文
求
堂
本
か
ら
の
再
録
で
あ
る
。

次
に
目
次

「増
補
華
語
畦
歩
目
録
」

音
譜
便
覧
」
(折
り
込
み
表

一
枚
)
と

頁
)
が
あ
る
。

丸
善
株
式
会
社

東
京
堂
書
店

武
蔵
屋
書
店

文
求
堂
支
店

松
田
書
店

松
村
書
店

校
経
山
房

大
阪
屋
書
店

文
英
堂
書
店

文
栄
堂
書
店

(南
洋
大
臣
兼
両
江
総
督
)
、
長

(六
頁
)、
自
序

(二
頁
)、
凡

こ
の
う
ち
、
長
岡
と
小
田
切
の
文

(二
頁
)
、
発
音
教
材

「官
話

「訂
正
官
話
平
灰
編
」
(
四

以
降
は
三
五
二
頁
あ
り
、
「百
家
姓
名
続
」
「部
首
」、

分
野
ご

と

に
単
語
と
常
用
例
文
を
集

め
た

「数
目
短
句
散
語
類
」

「天
文
短

句
散
語
類
」
「地
御
輿
短
句
散
語
類
」
「時
令
短
句
散
語

類 類 類 類 類
L___し___し___し___し__噂

 

文
集
言
類
」
、

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
が
実
見
し
た
増
補
本
第
七
版
、
第

=

版
、
第

一
二
版

の
内

容

は
す
べ
て
同
じ
で
あ
り
、
奥
付
記
載

の
版
次
は
内
容
変
更
を
伴
う

も
の
で
は
な
く
増
刷

の
回
数
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な

み
に
、
文
求
堂
本
か
ら
増
補
本
ま
で
版
次
が
通
し
番
号
と
な

っ
て
お

り
、
例
え
ば
、
第

一
二
版
と
は
増
補
本

の
第
六
刷
を
指
し
て
い
る
。

こ
の
増
補
本
が
い
つ
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
確
認
で
き
た
最
も
新
し

い
も
の
は

一
九

一
七
年

(大
正
六
)

第

一
二
版

で
あ
る
。

「水
火
短
句
散
語
類
」
「飲
食
短
句
散
語

類
」

「衣
冠
短
句
散
語

「嫁
侠
短
句
散
語
類
」
「昆
虫
短
句
散
語

類
」
「草
木
類
」
「禽
獣

「身
体
類
」

「倫
常
類
」

「呼
称
短
句
散
語
類
」
「疾
病
短
句
散
語

「繭
材
短
句
散
語
類
」
コ
房
室
短
句
散
語

類
」

「舗
店
短
句
散
語

「顔
色
短
句
散
語
類
」、
日
常
会
話
集

「家
常
問
答
」、
常
用
例

「続
散
語
類
」
、
面
会
時
の
会
話
集

「接

見
問
答
」
、
諺
集

「常

名
乗
り
方
に
関
す
る
例
文
集

「通
姓
捷
訣
」

「部
首
俗
称
」

四

東
亜
同
文
会
と

『華
語
蹉
歩
』

御
幡
雅
文
が
東
亜
同
文
書
院
で
用
い
た

『
華
語
蹉
歩
』
は
、
そ
の

在
職
期
間

(
一
九
〇

一
～

一
九
〇
二
)
か
ら
考
え
て

一
九
〇

一
年
刊

行
の
東
亜
同
文
会
本
で
あ

っ
た
と
推
定
す
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
東
亜
同
文
会
本
は
著

者
で
あ
る
御
幡

の
名
が

な
く
、
東
亜
同
文
会
か
ら
柏
原
文
太
郎

「編

輯
」
に
よ
る
非
売
品
と

東亜同文書院の中国語教材i63



し
て
出

さ
れ
て
い
た
。
東
亜
同
文
会

の
内
部
刊
行
物
と
い
え
る
よ
う

な
形
で

の
出
版
は
、
該
書
の
刊
行
が
御
幡
自
身
に
よ
る
活
動

で
は
な

く
、
東
亜

同
文
会
主
導

に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
東
亜
同
文
会
本

の
目
次

が

「華
語
畦
歩
目
録
上
編
」
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
東
亜

同
文
会
本
は
表
紙

に

「華
語
蹉
歩
全
」
と
記
さ
れ
た

一
巻
本

で
あ

り
、
目
次

の

「上
編
」

の
語
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
し
か
し
、
未
見

の
た
め
内
容
よ
り
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
東
亜
同
文
会
本

ヘ

へ

に
先
行
す
る
版
の
中

に
は

『華
語
琿
歩
上
編
』
と
す
る
も

の
が
あ

り
、
こ
れ
を
参
考
に
し
た
と
す
れ
ば

「上
編
」

の
語
が
ま
ぎ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

著
者
本
人
以
外
の
人
物
に
よ

っ
て

「編
輯
」
さ
れ
た
東
亜
同
文
会

本
は
、
以
前
の
版
を
改
訂
し
た
り
加
筆
し
た
り
し
た
の
で
は
な
く
、

既
存

の
内
容
を
流
用
し
た
も
の
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

一
九
〇
二
年
の
御
幡

の
退
職
後
、
文
求
堂
本
、
増
補
本
の
両

『華

語
蹉
歩
』
が
東
亜
同
文
書
院

で
使
わ
れ
た
と

い
う
確
証
は
な

い
。
し

か
し
、
や
は
り

『華
語
畦
歩
』
が
使
用
さ
れ
続
け
た
と
推
測
す
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
教
科
書
と
東
亜
同
文
書
院

の
運
営
母
体
東
亜
同

文
会
と

の
間
に
は
繋

が
り
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

文
求
堂
本
と
増
補
本

は
共
に
東
亜
同
文
会
蔵
版
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
し
、
愛
知
大
学
所
蔵

の
東
亜
同
文
会
本
と
文
求
堂
本

　ジ
　

に
み
え

る

「東
亜
同

文
会
京
都
支
部
清
語
講
習
所
」
と

い
う
押
印

は
、

こ
れ
ら
が
関
連
機
関
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
東
亜
同
文
会
蔵

版

『華
語
畦
歩
』
は
東

亜
同
文
会

の
い
わ
ば
公
式
テ
キ
ス
ト
だ

っ
た

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

に
お

い
て
同
会
運
営

の
東
亜
同
文
書
院
で
用

い
ら
れ
た
可
能
性
が
最

も
高

い
教
科
書
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
文
求
堂
本
、
増
補
本
を
合
わ
せ
て

一
二
回
も
増
刷
さ
れ
た

こ
と

は
、
そ

の
販
売
を
支
え

る
確
実
な
顧
客

の
存
在
を
想
像
さ
せ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
毎
年
百
名
前
後
の
新
入
生

の
教
材
を
揃
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
東
亜
同
文
書
院

は
そ
う
し
た
顧

客
に
な
り
う
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
こ
の
学
校
に
と

っ
て
校
舎
の
あ
る
上
海
で
販
売
さ
れ

て
い
た
該
書

は
最
も
入
手
し
や
す
い
身
近
な
教
材

で
あ

っ
た
に
違

い

な
い
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
東
亜
同
文
書
院
で
は

『華
語
葦
編
』
初
集
が

刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、

一
九
〇

一
年
か
ら

一
九
〇
二
年
は
東
亜

同
文
会
本
、

一
九
〇
三
年
か
ら

一
九
〇
八
年
ま
で
は
文
求
堂
本
、
以

降

一
九

一
五
年
ま
で
は
増
補
本
が
使
わ
れ
た
と
推
定
す
る
。

『華
語
葦
編
』
初
集
と

そ
れ
以
前
の
教
材
の
関
係

e

『華
語
蹉
歩
』
と

『華
語
葦
編
』
初
集

『華
語
蹉
歩
』
の
東
亜
同
文
会
本
、
文
求

堂
本
、
増
補
本
を
比
較
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す
る
と
発
音
に
関
す
る
部
分

に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

東
亜

同
文
会
本
は
、

「北
音
平
灰
譜
」
に
よ

っ
て
四
〇
九
音
節
を

示
す
。

五
十
音
順

に
並

べ
た
各
音
節
に

つ
い
て
上
平
、
下
平
、
上

声
、
去
声

ご
と
に
漢
字
を
あ
て
て
い
る
が
、
発
音
自
体
に
つ
い
て
の

記
述
は
な
い
。

文
求
堂
本

は
、

「官
話
音
譜
」
と

「官
話
平
灰
編
」
に
よ

っ
て
四

〇
八
音

節
を
示
す
。

「官
話
音
譜
」

は
、
五
十
音
順
に
並

べ
た
音
節

ご
と
に
漢
字
を
あ
て
、
さ
ら
に
カ
タ
カ
ナ
と
ウ

ェ
ー
ド
式

ロ
ー

マ
字

綴
り
の
両
方
で
発
音
を
表
し

て
い
る
。
「官
話
平
灰
編
」
に
は
発
音

表
記
は
な
く
、
五
十
音
順
配
列

の
各
音
節
に
つ
い
て
上
平
、
下
平
、

上
声
、
去
声
ご
と
に
漢
字
を
あ
て
る
。

増
補

本
は
、

「官
話
音
譜
便
覧

」
と

「訂
正
官
話
平
灰
編
」

に

よ

っ
て
四

一
〇
音
節
を
示
す
。
音
節
表

「官
話
音
譜
便
覧
」

は
各
音

節
に
漢
字

を

一
字

あ
て
て

い
る
が
、

「我
五
十
音

ノ
順
序

二
拠

リ

『
ア
イ
ウ

ヱ
オ
』
『
ヤ
イ

ユ
エ
ヨ
』
『
ワ
井
ウ

ヱ
ヲ
』
ノ
十
五
音

ヲ
母

音
ノ
基

礎
ト
為

シ
新
規

二
一二
十
五
種
ノ
母
音

ヲ
編
製

シ
五
十

二
種

(例
外
音

ヲ
除
ク
)
ノ
子
音

ヲ
以
テ
縦
横

二
反
切

ヲ
試
ミ
」
と
注
記

さ
れ

て
い
る
よ
う

に
、
カ
タ
カ
ナ
だ
け
で
中
国
語
音
を
表
し
て
い

る
。
「訂
正
官
話
平
灰
編
」
に
は
発
音
表
記
は
な
く
、

「ア
イ
ウ

ヱ
オ

ヤ

ユ
エ
ヨ
ワ
ヰ
ヲ
」
順
に
並
べ
た
音
節
に
つ
い
て
上
平
、
下
平
、
上

声
、
去
声
ご
と
に
漢
字
を
あ
て
て
い
る
。

も
ち

ろ
ん
、

こ
う
し
た
発
音
部
分
以
外
に
も
各
本
間
に
は
相
違
点

が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
語
や
例
文
の
加
筆
と
い
っ
た
も
の
で

あ
り
、
発
音
部
分
に
み
ら
れ
る
音
節
数
や
表
記
方
法
に
ま
で
手
を
入

れ
る
と

い
っ
た
根
本
的
な
変
更

で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
『華
語

蹉
歩
』
を
改
訂
、
増
補
す
る
際
、
著
者
御
幡
雅
文
が
発
音
部
分
に
と

り
わ
け
大
き
な
注
意
を
払

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

『華
語
畦
歩
』
の
後
に
東
亜
同
文
書
院

の
教
科
書
と
な

っ
た

の
が

『華
語
葦
編
』
初
集
で
あ
る
。

『華
語
葦
編
』
初
集

の
著
者
代
表
真
島
次
郎

は
、
『華
語
蹉
歩
』
で

中
国
語
を
学
ん
だ
東
亜
同
文
書
院
卒
業
生

で
あ
り
、
『華
語
葦
編
』

初
集
刊
行
に
際
し
て
そ
の
影
響
を
う
け
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、

本
文
で
は

『華
語
蹉
歩
』
で
御
幡

が
と
り
わ
け
力
を
入
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
発
音
部
分
に
つ
い
て
両
者
を
比
較

し
、
そ

の
相
似
点
、
相

違
点

を
見

て
い
き
た

い
。
な
お
、
『華
語
蹉

歩
』
か
ら

『華
語
葦

編
』

へ
の
変
化
を
み
る
た
め
、
本
論
で
扱
う

『華
語
葦
編
』
は
最
初

に
刊
行
さ
れ
た
初
集
初
版
本
と
す
る
。

『
華
語
葦
編
』
初
集
は
、
凡
例
に

「本
書
初
集
は
、
東
亜
同
文
書

　
ふ
　

院
第

一
学
年
用
北
京
官
話
教
科
書
と
し
て
編
纂
せ
る
も
の
な
り
」
と

あ
る
よ
う
に
新
入
生
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
初
学
者

の
た
め
の
発

音
教
材

「華
語
音
譜
」

「華
語
声
音
編
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「華

語
音
譜
」
は
、
「本
譜
は
邦
人
の
了
解

に
便

な
る
べ
き
を
思
ひ
て
、

母
音
を

「
ア
イ
ウ

エ
オ
」
の
順
に
依
り
横
に
列
し
、
子
音
を

「
ア
カ

　
　
　

サ
タ
ナ
」

の
序
に
従
ひ
縦
に
排
せ
り
」
と

い
う
音
節
表
、

「華
語
声

音
編
」
は
各
音
節
に
つ
い
て
声
調
ご
と
に
漢
字
を
あ
て
た
字
音
集
で

あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ

っ
て
四
〇
六
音
を
示
し

て
い
る
。
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発

音

表

記

を

比

較

す

る

と

、

『
華

語

蹉

歩

』

は

東

亜

同

文

会

本

、

文

求

堂

本

、

増

補

本

の
す

べ

て

が
声

調

を

上

平

、

下

平

、

上

声

、

去

声

の
語

で
表

し

て

い

る

が

、

『
華

語

葦

編

』

初

集

で

は

第

一
声

、

第

二

声

、

第

三

声

、

第

四
声

と

な

っ
て

い

る
。

ま

た

、

『
華

語

蹉

歩

』

は

文

求

堂

本

で

ウ

ェ
ー

ド

式

ロ
ー

マ
字

綴

り

と

カ

タ

カ

ナ

を

併

記

し

、

増

補

本

で

は

カ

タ

カ

ナ

の
み

と

す

る

な

ど

力

タ

カ

ナ

表

記

を
中

心

と

し

て

い
た

。

こ
れ

に
対

し

て

『
華

語

葦

編

』

初

集

は

ロ
ー

マ
字

表

記

だ

け

で
あ

る
。

ウ

ェ
ー

ド
式

に

倣

い

つ

つ
も

、
「.三

を

「ゲ
」
、
「に

を

「愚
」
"

「k
u
e
iJ
刃

ù
e
iJ
を

「互

」
欝
.忌
」
、

7
0
」
を

7
⊆
o
」
'

(o
u
J

を

「2

」
、

「ω
巴
」

を

「°。口
」
、

ftz
iiJ

ftz
ù
J

を

「8
E

「8
、口
」
、

「≦
δ
」

を

「毒

。
」

と

綴

り

方

の

一
部

を

変

更

し

て

お

り

、

本

来

の

ウ

ェ
ー

ム　
　

ド

式

は

「9

2

(。
ぎ

`
)」

の
よ

う

に
括

弧

に

く

く

ら

れ

て

い
る

。

口

『北
京
官
話
声
音
譜
』
と

『
華
語
葦
編
』
初
集
に
つ
い
て

『華
語

蹉
歩
』
か
ら

『華
語
葦
編
』
初
集

へ
と
い
う
東
亜
同
文
書

院
中
国
語
教
材

の
変
化
を
み
る
に
際
し
て
、

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
こ
な
か

っ
た
も
う

一
つ
の
教
材
に
注
目
し
た
い
。

そ
れ

は

一
九
〇
五
年

(明
治
三
八
)
に
刊
行
さ
れ
た
高
橋
正
二
編

　ね
　

『北
京
官
話
声
音
譜
』
で
あ
る
。
編
者
の
高
橋
は
日
清
貿
易
研
究
所

ム
お
　

で
の
御
幡
雅
文

の
教
え
子
で
、
御
幡
退
職
後

の

一
九
〇
三
年

(明
治

三
六
)

か
ら

一
九
〇
七
年

(明
治
四
〇
)
に
か
け
て
東
亜
同
文
書
院

バ
お
　

の
教
員

を
務
め
た
。

こ
の

『北
京
官
話
声
音
譜
』
は
、
会
話
文
を
収
録
す
る
よ
う
な
汎

用
的
な
中
国
語
教
科
書

で
は
な

い
。
『華
語
蹉
歩
』

で
い
え
ば

「北

音
平
灰
譜
」
「官
話
平
灰
編
」
「訂
正
官
話
平
灰
編
」
、
『華
語
葦
編
』

初
集
で
い
え
ば

「華
語
声
音
編
」
に
相
当
す
る
発
音
教
材

で
あ
る
。

ロ
ー
マ
字
だ
け
で
表
し
た
四
〇

二
音
節
を
五
十
音
順
に
並

べ

(
一
部

常
用
音
を
巻
頭
に
置
く
)、
各
音
節
に
つ
い
て
声
調
ご
と
に
漢
字
を

あ
て
る
。

そ
の
凡
例
を
引
く
。

凡
例
一

本
譜

ハ
東
亜
同
文
書
院
教
科
用
ト

シ
テ
編
纂
セ
ル
モ
ノ
ト

K一

本
譜

ハ
必
要
ナ
ル
主
音

ヲ
其
首
部

二
列

シ
テ
発
音
研
究
上

ノ
便

二
供
ス

一

四
声
及
発
音

ハ
腔
調
ト
相
倹

ツ
テ
支
那
語
研
究
者

ノ
三
要

件
タ
ル
ガ
故

二
初
学
者
須
ク
留
意

ス
ベ
シ

一

従
来
行

ハ
レ
タ
ル
語
学
書
中
羅
馬
綴
リ
ヲ
以
テ
発
音

ヲ
表

示
ス
ル
モ
ノ
多
ク

ハ
ト
ー

マ
ス
、
ウ
ヱ
ー
ド
氏

ノ
法

二
倣

フ
ト

錐
モ
半
開
口
音
ト
モ
称
ス
ベ
キ
・e
音

二
属
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ

或

ハ
o
字

ヲ
用
ヒ
合
口
音

ニ
テ
初
ム
ベ
キ
uo
音

ニ
シ
テ
又
同

シ

ク
o
字

ヲ
用

ユ
ル
所
ア
リ
初
学
者
ヲ
シ
テ
其
区
別
ヲ
知
ラ
シ
メ

難
キ
ノ
恐
レ
ア
ル
ヲ
以
テ
本
譜

ハ
之

レ
ヲ

一
定
シ
テ
其
混
同
ヲ

除
去
シ
タ
リ
其
他
ノ
綴
字
法

二
至
リ
テ

ハ
概
ネ
慣
例

二
随
ヒ
強

ヒ
テ
之

レ
ヲ
改
メ
ズ

一

四
声

ハ
上
平
、
下
平
、
上
声
、
去
声

二
分
類

ス
ル
モ
ノ
多
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シ
ト
錐

モ
北
京
語
ノ
四
声

ハ
詩
韻
ノ
平
灰

二
適
合
セ
ザ
ル
モ
ノ

少

カ
ラ
ズ

シ
テ
其
名
称
妥
当
ナ
ラ
ズ
故

二
本
譜

ハ
之
レ
ヲ
第

一

声

、
第
二
声
、
第
三
声
、
第
四
声
ト
改
称

ス
ル
ロ
ト
セ
リ

一

発
音
法

ハ
初
学
者
ノ
苦

シ
ム
所

ニ
シ
テ
藏

二
説
明

ス
ル
モ

容

易
二
首
肯

シ
難
カ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
之

レ
ヲ
ロ
授

二
譲
ル

ム
あ
　

明
治
乙
巳
仲
秋

編
者
識

第

一
項

で
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
該
書
は
東
亜
同
文
書
院

で

の
中
国
語
教
育

の
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
発
音
教
材

で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
音
方
法
自
体

に
関
す
る
解
説

は
な

い
が
、
第

六
項
で
発
音

に
つ
い
て
は

「口
授

二
譲
ル
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
授

業

で
の
使
用
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
同
じ
東
亜
同
文
書
院
の
た
め
に
著
さ
れ
た

『華

語
葦
編
』
初
集
と
の
関
係
で
あ
る
。
両
者
が
示
す
中
国
語
の
発
音
は

よ
く
似

て
い
る
の
で
あ
る
。

一
見
し
て
わ
か
る
と
こ
ろ
で
は
、
声
調

を
第

一
声
、
第
二
声
、
第
三
声
、
第
四
声
と
す
る
表
記
が
ま
っ
た
く

同
じ
で
あ
る

(『華
語
蹉
歩
』

で
は
上
平
、
下
平
、
上
声
、
去
声
と

し
て
い
た
)
。

東
亜
同
文
書
院
で
使
わ
れ
た
中
国
語
教
材

の
う
ち
、

ロ
ー
マ
字
に

よ

っ
て
発
音

を
表
す
文
求
堂
本

『華
語
畦
歩
』
、
『
北
京
官
話
声
音

譜
』
、
『
華
語
葦
編
』
初
集

の
三
者
間

で

一
致
し
な
い
音
を
あ
げ
た
も

の
が
次
頁
の
表
2
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『華
語
蹉
歩
』
に
対

し
て

『
北
京
官
話
声
音
譜
』
と

『華
語
葦
編
』
初
集
が
き
わ
め
て
近

い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま

ず

、

発

音

表

記

に

つ

い

て

み

る

と

、

『
北

京

官

話

声

音

譜

』

の

ロ
ー

マ
字

の
綴

り
方

は

、

前

述

し

た

『
華

語

葦

編

』

初

集

の
ウ

ェ
ー

ド

式

に
手

を
加

え

た

も

の
と

多

く

が

共

通

し

て

い

る
。

ま

た

、

使

用

頻

度

が

低

い
と

し

て
学

習

対

象

か

ら

外

さ

れ

て

い

る
音

も

ほ
と

ん

ど

一
致

す

る
。

両

者

の
註

記

を

み

て
み

よ

う

。

『
北

京

官

話

声

音

譜

』

本

表

ノ
外

、
約

(y
u
o
)
、

略

(liio
)
、
X
111
(n
u
o
)
、

学

(訂
ぎ

)
、

爵

(ch
iio
)

等

ノ
音

ア

ル

モ
談

話

上

二
用

ユ

ル
場

合

稀

ナ

ル

ヲ

ムあ
　

以

テ
之

ヲ
除

ク

『
華

語

葦

編

』

初

集

本

譜

に

は
普

通

使

用

せ

ら

る

～
北

京

官

話

の

発

音

総

べ

て

四
百

零

六

種

を

収

む
。

此

外

に

y
a
i
涯

、

3

"巨

楷

、

y
iio
(y
o
)
約

、

h
siio
(h
s
io
)
学

、
∩
暮

。
(。
露
o
)
爵

、
c
h
'iio
(ch
'io
)
却

、
n
iio
(n
io
)

虐

、

liio
(li
o
)
略

、

等

の
音

あ

れ

ど

も

用

う

る

こ

と

稀

な

る

を

ハ
が
　

以

つ

て
之

を

除

け

り
。

『
華

語

葦

編

』

初

集

の

方

が

外

す

音

(
「蒼

」

「
∩ゲ
、芭

」

「9

、ρ
。

(c
h
'io
)」
)
が
多

い
が

、
実

際

に

は

、
『
北

京

官

話

声

音

譜

』
も

「9

、芭

」

と

(c
h
'iio
(c
h
'io
)J

を

採

録

し

て

お

ら

ず

、

異

な

っ

て

い

る

の

は

「累
巴
」

だ

け

で
あ

る
。

次

に

『
北

京

官

話

声

音

譜

』

と

『華

語

葦

編

』

初

集

の
示

す

全

音

節

を

比

較

す

る

と

、

前

者

が

四

〇

二

音

、

後

者

は

四

〇

六

音

で
あ

る

。

前

者

だ

け

の
も

の

が

r
t、o
u
r
と

「査

」
、

後

者

だ

け

の
も

の

が

「
e
i
J

「
k
'e
iJ

「p
e
u

(
p
o
u
)
J

(
s
e
i
J

「
s
h
e
i
J

「
t
'e
u

(
t'o
u
)
J

で

あ

る

。
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表2 文求堂本 『華語蹉歩』、『北京官話声音譜』、
一致 しない音節表記一覧

『華語葦編』初集間で

文求堂本 『華語畦歩』

(1903年)

『北京官話声音譜』

(1905年)

『華語葦編』初集

(1916年)

1 cheiOOO這 cheiOOO這

2 cho chuo chuo(cho)

3 ch`o ch'uo ch'uo(ch'o)

4 chou cheu cheu(chow)

5 ch`ou ch'eu ch'eu(ch'ou)

6 ei餓○饅○

7 fo fuo fuo(fo)

8 fou feu feu(fou)

9
`ho

he he(ho)

10 `hou heu heu(hou)

11 hsuen【hsuen】 喧 懸選 選 hsuan喧 懸選鷹 hsuan宣 懸選騰

12
●

」0 juo juo(jo)
13

●

you
●A

feu jeuUou)
14 juaO楼 ○○ juaO楼 ○○

15 k`ei刻 ○ ○ ○ k'ei刻 ○ ○ ○

16 ko ke ke(ko)

17 k`o k'e k'e(k'o)

18 kou keu keu(kou)

19 k`ou k'eu k'eu(k'ou)

20 kuei ㎞i kui(kuei)

21 k`uei k'ui k'ui(k'uei)

22 keen kun kun

23 k`uen k'un k'un

24 1e例例例列 hehl列 例 例 烈 heh卿 列呪列

25 10揚 罧裸路
luo揃 駅裸路 lUO(10)曝 螺 将 酪

26 luoOOO略

27 lou leu leu(lou)

28 lunO輪 囹論
Iun捻 輪輪論 lun論 輪囹論

29 1伽 倫倫囹論

30 mo muo muo(mo)

31 mou meu meu(mou)

32 no nuo nuo(no)

33 nou neu neu(nou)

34 nunOOO撤

35 nuoOOO虐

36 ou eu eu(ou)

37 po puo puo(po)
38 p`o

,

puo p'uo(p'o)

39 you不 不補不 peu(you)不 ○ ○○
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文求堂本 『華語蹉歩』

(1903年)

『北京官話声音譜』

(1905年)

『華 語:一 』 初 集

(1916年)

40 pou peu p'eu(p'ou)
41 sei撞 ○ ○○

42 shing星 行 醒 姓

43 shou sheu sheu(shou)

44 SO SUO SUO(SO)

45 SO11 seu seu(sou)

46 SSU ssu su(ssu)

47 sheiO誰 ○○

48 to tUO tuo(to)

49 t`o t'uo t'uo(t'o)

50 tou teu teu(tou)

51 t`ou t'ou t'eu(t'ou)

52 tso tsuo tsuo(tso)

53 LSO tsuo[ts'uo] ts'uo(ts'o)

54 tzu tzu tsu(tzu)

55 t`zu tz'U[t'zu】 t'su(t'zu)

56 WO 職0 wuo(wo)

57 yaiO涯 ○○ yaiO涯 ○ 陰

58 yo約 ○○樂

59 yiien冤 原遠 願 Yuan冤 原遠願 yiian冤 原 遠願

注:三 者間でいずれかの音節が欠けている部分、また注意が必要 と思われる部

分には各書があげる該当音の漢字を声調順に付記した。また、あきらかな誤

植は[…]内 に訂正を示 した。

『
北

京

官

話

声

音

譜

』

に

の

み

あ

げ

ら

れ

て

い

る

マ
.。
三

と

「冠

」
か

ら

検

討

し

て

い
く

。

ぞ
巴
」
は

、

前

掲

『
華

語

葦

編

』

初

集

「華

語

音

譜

」

凡

例

に
述

べ

ら

れ

て

い
る

よ

う

に
使

用

頻

度

の
低

さ

か

ら

外

さ

れ

て

い

る

も

の
だ

が

、

表

2

に

あ

る

よ

う

に
先

行

す

る
文

求

堂

本

『
華

語

畦

歩

』

に

は
収

録

さ

れ

て

い
た

も

の

で

あ

る
。

マ
'o
u
J

は
有

気

音

で
あ

る

が

、

こ

れ

に
対

応

す

る

と

思

わ

れ

る
無

気

音

「8
三

が

『
北

京

官

話

声

音

譜

』

に

は

な

い
。

同

様

の
無

気

音

と

有

気

音

の
非

対

称

性

が

「脇
E

「
k
e
i　

　p
'eu
」

に

つ

い

て

み

ら

れ

る

。

こ
れ

ら

四
音

に

つ

い

て

『
華

語

葦

編

』

初

集

を

み

る

と

、

「け2

(8
g
)」

と

マ
'e
u

(t'o
u
)J
、

「蚕

」

と

「犀
.。
μ」
、

「p
e
u
(p
o
u
)」
と

(p
'e
u

(p
'o
u
)」
6
`
よ

う

に
整

っ
た

形

が

と

ら

れ

て

い
る

。

続

い

て

『
華

語

葦

編

』

初

集

に

の

み

あ
げ

ら

れ

て

い

る

　e
iJ

　k
'e
iJ

　p
e
u
(p
o
u
)J

　se
iJ

　sh
e
iJ

　t'e
u
(t'o
u
)J
　

み

る

。
「k
'e
i」

「℃
2

(℃
o
u
)J

マ
'eu
(t'o
u
)J
は

、

前

述

し

た

よ

う

に

『
北

京

官

話

声

音

譜

』

に

お

い

て
無

気

音

と

有

気

音

が

非

対

称

と

な

っ
て

い
た

部

分

で
あ

る
。

「亀

に

つ

い

て
、

『
北

京

官

話

声

音

譜

』

で

は

単

独

の

韻

母

と

し

て
立

て
ら

れ

て

い
な

い

も

の

の
、

「。
二

系

の
音

　

(
f
ch
e
i　
　fe
i　
fh
e
ir
f
k
e
i　
fle
is
f
m
e
in
fn
e
i　
　p
e
i　
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「p
'eiJ

「teiJ
「tseiJ
「w
eiJ
)
自
体
は
あ
る
。

「sh
eiJ
は
、
「°・ゴ三
」
と
と
も
に

「誰
」
字

の
発
音
と
し
て
あ
げ
ら

れ

て
い
る
が
、
同
字

に

つ
い
て

『北
京
官
話
声
音
譜
』

は

「°・密
凶」

し
か
あ
げ
て
な
い
。
現
在

で
も
、
「sh
eiJ
と

「°。喜
二

は

「誰
」

の
字

音

と
し

て
併
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
正
音

「sh
ui」
に
対
し

て

「°。ゲ
。ご

は
俗
音

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
『北
京
官
話
声
音
譜
』
が

標
音
と

し
て

7
h
uiJ
だ
け
を
立

て
る
こ
と

は
発
音
教
材
と
し
て
妥

当
性
を
欠

く
も
の
で
は
な

い
。

「seiJ
は
、
「撞
」
の
字
音
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
「撞
」

の
字
音

は

ア
と

と
さ
れ
て
い
る
が
、
『華
語
葦
編
』
初
集
の
著
者

た
ち
は

「oり〇一」
と
み
な
し
て
新
た
な
音
節
を
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上

の
相
違
点
を
、
『
華
語
葦
編
』
初
集

が

『
北
京
官
話
声
音

譜
』
を
参

考
に
し
つ
つ
著

さ
れ
た
と
仮
定
し
て
考
え
る
と
、
『
北
京

官
話
声
音
譜
』
に
対
し

て
後
述
す
る
よ
う
な
改
訂
を
施
し
た
も
の
が

『
華
語
葦
編
』
初
集
の
発
音
部
分

で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
無

気
音

と
有
気
音
の
非
対
称
部
分
を
修
正
す
る
、
「O　」
を
単
独

の
韻

母
と
す
る
、
「誰
」
(sh
u
i)
6̀
異
音

「°。冨
ご

を
追
加
す
る
、
新
た
に

「ω。ご

を
設
定
す
る
、
使
用
頻
度

の
低

い
発
音
を
除
外
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
『華
語
葦
編
』
初
集

の
著
者
代
表
真
島
次
郎
は
、
『北

京
官
話
声
音
譜
』

の
編

者
高
橋
正
二
の
教
え
子
で
あ
る
と
同
時
に
中

国
語

の
教
員
と
し
て
同
僚
だ

っ
た

の
で
あ
り
、
『華
語
葦
編
』
初
集

を
著
す
に
際
し
て

『北

京
官
話
声
音
譜
』
が
参
考
に
さ
れ
た
可
能
性

は
高

い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
『北
京
官
話
声
音
譜
』
と

『華

語
葦
編
』
初
集
の
発
音

部
分
は
、
発
音
表
記
、
内
容
が
相
似
す
る
だ
け
で
な
く
、
『華
語
蹉

歩
』
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
た
性
格
を
も

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
教
材

と
し
て
の
目
的
の
違

い
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

『華
語
畦
歩
』

の
著
者
御
幡
は
日
本

の
中

国
語
教
育
に

つ
い
て
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

英
仏

ノ
語
学
ヲ
学
フ
如
ク
完
全
無
欠
ナ

ル
語
学
書
在
レ

ハ
、
固

ヨ
リ
ソ
レ
ニ
由
リ
独
学
シ
テ
自
カ
ラ
其

学
法

二
注
意
ヲ
催
ス

コ

ト
ア
ル
モ
独
リ
支
那
語
学

二
至
リ
テ

ハ
、
更

二
日
本
人

二
適
当

ム
れ
　

ナ
ル
学
書
ナ
キ
ト
、
独
学
ノ
参
考
書
ナ
キ
カ
為
メ
ナ
リ

『華
語
蹉
歩
』
が
改
訂
、
増
補

さ
れ
る
過
程
で
発
音
部
分
が
大
幅

に
変
更
さ
れ
、
最
終
的
に
ロ
ー
マ
字
よ
り
も
日
本
人
が
見
慣
れ
た
力

タ
カ
ナ
を
使

っ
た
表
記
の
み
と
な

っ
た

の
も
、
日
本
人
に
と

っ
て

「適
当
ナ
ル
」
「独
学

ノ
参
考
書
」
が
目
指
さ

れ
た
た
め
で
あ

っ
た
ろ

う
。

こ
れ
に
対
し
て
、

ロ
ー

マ
字
だ
け
で
発
音
を
示
し
た

『北
京
官

話
声
音
譜
』
と

『華
語
葦
編
』
初
集
は
、
東
亜
同
文
書
院
で
用
い
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
編
ま
れ
た
教
材
で
あ
り
、
学
外

で
の
使
用
は
想

定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

東
亜
同
文
書
院
で
は
、

一
九

一
五
年
以
降

、
自
前

の
中
国
語
教
科
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書

『華
語
葦
編
』
に
よ
る
中
国
語
教
育
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前

に
は
、
御
幡
雅
文
が
日
清
貿
易
研
究
所
な
ど
で
使
用
し
て
き
た
教
科

書
を
基
と
す
る

『華
語
蹉
歩
』
が
使
わ
れ
て
い
た
。

東
亜
同
文
書
院
が
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る

『華
語
蹉
歩
』
に
は
東

亜
同
文
会
本
、
文
求
堂
本
、
増
補
本
の
三
種
が
あ
り
、
最
初
に
使
わ

れ
た
東
亜
同
文
会
本

『華
語
畦
歩
』
は
発
音
表
記
が

一
切
さ
れ
て
い

な
か

っ
た
が
、
次

の
文
求
堂
本

で
は
ウ

ェ
ー
ド
式

ロ
ー

マ
字
だ
け
で

な
く
、
カ
タ
カ
ナ
で
も
発
音
が
示
さ
れ
て
学
習

の
参
考
と
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
東
亜
同
文
書
院
を
離
れ
た
御
幡
は

一
般

で
の
使
用
を
想
定

し
て
日
本
人
が
見
慣
れ
た
カ
タ
カ
ナ
だ
け
で
発
音
を
表
す
増
補
本
を

出
す
こ
と

に
な
る
。

御
幡
退
職
後
の
東
亜
同
文
書
院

で
は
、
教
員

の

一
人
高
橋
正
二
に

よ
っ
て
発
音
教
材

『北
京
官
話
声
音
譜
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
時
期

に
東
亜
同
文
書
院

で
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
求
堂
本

『華
語

畦
歩
』

に
も
発
音
部
分
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
橋
が
わ
ざ
わ

ざ
新
た
な
教
材
を
編
ん
だ
の
は
、
東
亜
同
文
書
院

で
の
中
国
語
教
育

活
動
を
通

し
て
そ
の
必
要
性
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の

『北

京
官
話
声
音
譜
』
は
、
『華
語
畦
歩
』
の
発
音
部
分
と
大
き
く
異
な

る

一
方
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
な
く
ウ

ェ
ー
ド
式
を
改
良
し
た
同
様

の

ロ
ー

マ
字
綴
り
に
よ
っ
て
中
国
音
を
表
す
な
ど

『華
語
葦
編
』
初
集

の
発
音
部
分
と
き
わ
め
て
似
た
も

の
で
あ
っ
た
。
『華
語
葦
編
』
初

集

の
著

者
代
表
真
島
次
郎

が
高
橋

の
教
え
子
で
も
あ
り
同
僚

で
も

あ

っ
た

こ
と
を

ふ
ま
え
れ
ば
、
『北
京
官
話
声
音
譜
』

の
内
容

は

『華
語
葦
編
』
初
集

へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
使
用
教
材
の
内
容
と
変
遷
か
ら

は
、
東
亜
同
文
書
院

の

中
国
語
教
育
が
、
開
校
間
も
な
い
時
期
か
ら
自
校
で
の
教
学
経
験

に

基
づ

い
て
独
自
に
発
展
し
て
い
く
様
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

注

 

〈
1
>

東
亜
同
文
書
院
で
は

一
九
三
三
年

(昭
和
八
)
か
ら
中
国
語
辞

典
編
纂
作
業
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
が
日
本
敗
戦
に
よ
り
学
校
自
体

が
消
滅
し
た
た
め
頓
挫
し
た
。
こ
の
際
、
中
国
側
に
接
収
さ
れ
た
辞

典
原
稿
が
、

一
九
五
四
年

(昭
和
二
九
)
に
日
本
に
返
還
さ
れ
、
こ

れ
を
も
と
に
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
処
編

『中
日
大
辞
典
』

(愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
刊
行
会
、

一
九
六
八
年
)
が
編
纂
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

〈
2
>

本
論
で
い
う

「北
京
語
」
と
は
、
北
京
巷
間
の
言
葉
で
は
な

く
、
中
国
北
方
を
中
心
に
通
用
し
た

「北
京
官
話
」
を
指
す
。

〈
3
>

真
島
次
郎
(?
～

一
九
二
五
)。
佐
賀
出
身
。
第
二
期
生
、
政
治

科
。
卒
業
後
、
病
死
す
る
ま
で
東
亜
同
文
書
院
教
授
と
し
て
学
校
の

運
営
、
後
輩
の
教
育
に
あ
た

っ
た
。
『華
語
葦
編
』
初
集
著
者
代
表
。

〈
4
>

清
水
董
三

(
一
八
九
三
～

一
九
七

一
)。
栃
木
出
身
。
第

一
二

期
生
。
東
亜
同
文
書
院
教
授
を
経
て
外
務
省
に
入
り
、
戦
後
は
中
華

民
国
公
使
を
務
め
た
。

〈5
>

鈴
木
択
郎

(
一
八
九
八
～

一
九
八

一
)。
栃
木
出
身
。
第

一
五

期
生
、
商
務
科
。
東
亜
同
文
書
院
教
授
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
教
授
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を
経
て
愛
知
大
学
教
授
。
戦
後
、
中
国
よ
り
返
還
さ
れ
た
東
亜
同
文

書
院
辞
書
編
纂
資
料
を
も
と
に
、
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
処
編

『中
日
大
辞
典
』
(中
日
大
辞
典
刊
行
会
、
一
九
六
八
年
)を
刊
行
し
た
。

〈6
>

久
重
福
三
郎

(
一
八
九
六
～

一
九
六
八
)。
岡
山
出
身
。
第

一

六
期
生
。
卒
業
後
、
鈴
木
商
店
勤
務
を
経
て
東
亜
同
文
書
院
の
教
員

と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
留
学

へ
派
遣
さ
れ
、
東
亜
同
文
書
院
教
授
、
東

亜
同
文
書
院
大
学
教
授
。
後
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
教
授
、
名
古
屋

学
院
大
学
教
授
。

〈7
>

熊
野
正
平

(
一
八
九
八
～

一
九
八
二
)。
徳
島
出
身
。
第

一
七

期
生
、
商
務
科
。
北
京
大
学
中
国
文
哲
学
科
修
了
。
東
亜
同
文
書
院

教
授
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
教
授
を
経
て
東
京
商
科
大
学
専
門
部
に

移
り
、
一
橋
大
学
教
授
、
二
松
学
舎
大
学
教
授
、東
亜
学
院
院
長
を
歴

任
。
経
済
学
博
士
。
『熊
野
中
国
語
大
辞
典
』三
省
堂
、
一
九
八
四
年
。

〈8
>

坂
本

一
郎

(
一
九
〇
三
～

一
九
九
六
)。
大
分
出
身
。
第
二
〇

期
生
、
商
務
科
。
卒
業
後
、
北
京
大
学
留
学
を
経
て
東
亜
同
文
書
院

教
授
、
関
西
大
学
教
授
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
教
授
を
歴
任
。

〈9
>

『華
語
葦
編
』。
各
集
は
度
々
改
訂
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
、
筆

者
が
確
認
し
た
各
集
各
版
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
初
集

(
一
九

一

六
年
初
版

〔
一
九

一
四
年
凡
例
〕、

一
九
二
五
年
訂
正
版
、

一
九
四

二
年

改
訂
版

〔全
訂
版
、
大
同
書
院
発
行
〕
、

一
九
四
三
年
改
訂
版

〔全
訂
版
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
華
語
研
究
会
発
行
〕)
、
二
集

(
一

九
二
五
年
初
版
、

一
九
三
〇
年
訂
正
版
)、
三
集

(
一
九
二
五
年
初

版
、

一
九
三
二
年
改
訂
版
、

一
九
三
一二
年
改
訂
版
、

一
九
三
八
年
改

訂
版

〔
一
九
三
七
年
凡
例
〕
)、
四
集

(
一
九
三
三
年
初
版
)。

〈10
>

今
泉
潤
太
郎

「東
亜
同
文
書
院
に
お
け
る
中
国
語
教
学
」
『愛

知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第

一
〇
三
号
、

一
九
九
五
年
、
二

四
-
二
五
頁
。

〈
H
>

安
島
元

一
『満
洲
国
就
職
案
内
』
研
文
書
院
、

一
九
三
五
年
、

二
七
七
-
二
七
八
頁
。

〈
12
>

「鈴
木
択
郎
氏
に
聞
く
」
愛
知
大
学
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
編

『大
陸
に
生
き
て
』
風
媒
社
、

一
九
九
八
年
、
七
〇
頁
。

〈
13
>

六
角
恒
廣

『中
国
語
教
育
史
論
考
』
不
二
出
版
、

一
九
八
九

年
、
八
四
頁
。

〈
14
>

制
度
面
か
ら
の
研
究
に
は
、
六
角
恒
廣

「東
亜
同
文
書
院
の
中

国
語
教
育
」
(『早
稲
田
商
学
』
第
三

一
八
号
、

一
九
八
六
年
)、
同

『中
国
語
教
育
史
の
研
究
』
(東
方
書
店
、

一
九
八
八
年
、
三

=
ニ
ー

三
七
四
頁
)
が
あ
る
。
『華
語
葦
編
』
、
『
華
語
月
刊
』
に
つ
い
て

は
、
今
泉
、
前
掲
論
文
、
松
田
か
の
子

「官
話
教
科
書

『華
語
葦

編
』
の
成
立
に
関
す
る

一
考
察
」
(『芸
文
研
究
』
第
八
〇
号
、
慶
応

義
塾
大
学
、
二
〇
〇

一
年
)
、
同

「『華
語
月
刊
』
と
東
亜
同
文
書
院

の
中
国
語
教
育
」
(同
第
八
八
号
、
二
〇
〇
五
年
)
が
あ
る
。

〈15
>

『華
語
葦
編
』
初
集
は

一
九

一
六
年
初
版
で
あ
る
が
、
第

一
五

期
生
鈴
木
択
郎
は
自
身
の
一
年
時

(
一
九

一
五
年
九
月
～

一
九

一
六

年
七
月
)
よ
り

『華
語
葦
編
』
初
集
が
用
い
ら
れ
た
と
回
想
し
て
い

る

(前
掲

「鈴
木
択
郎
氏
に
聞
く
」
二
三
頁
)。

〈16
>

御
幡
雅
文

(
一
八
五
九
～

一
九

一
二
)。
長
崎
出
身
。
東
京
外

国
語
学
校
漢
語
学
科
、
陸
軍
参
謀
本
部
派
遣
北
京
留
学
。
熊
本
鎮
台

や
上
海
の
日
清
貿
易
研
究
所
の
中
国
語
教
員
を
務
め
、
日
清
戦
争
の

従
軍
通
訳
、
台
湾
総
督
府
翻
訳
官
を
経
て
三
井
物
産
上
海
支
店
に
入

り
、
そ
の
傍
ら
日
曜
に
東
亜
同
文
書
院
で

一
週
分
の
授
業
を
し
た
。
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「内
藤
熊
喜
回
想
」
(『東
亜

同
文
書
院
大
学
史
』
濾
友
会
、

一
九
五

五
年
、

一
六
九
頁
)、
六
角
恒
廣

「御
幡
雅
文

上
海
の
語
学
の

達
人
」
(『漢
語
師
家
伝
』
東
方
書
店
、

一
九
九
九
年
、

一
六
八
-
一

六
九
頁
)、
鱒
沢
彰
夫

「御
幡
雅
文
伝
考
」
(早
稲
田
大
学
中
国
文
学

会

『中
国
文
学
研
究
』
第
二
六
期
、
二
〇
〇
〇
年
)、
同

「御
幡
雅

文
伝
考
拾
遺
」
(同
第
二
七
期
、
二
〇
〇

一
年
)。

〈17
>

江
口
良
吉
。
山
形
出
身
。
第
二
期
生
、
商
務
科
。
卒
業
後
は
武

昌
警
務
学
堂
副
教
習
、
長
崎
高
等
商
業
学
校
中
国
語
教
員
、
後
に
東

亜
同
文
会
、
外
務
省
で
情
報
収
集
活
動
に
従
事
し
、
さ
ら
に
日
本
女

子
商
業
学
校
や
中
央
商
業
学
校
で
東
洋
史
教
員
を
経
て
漢
冶
薄
公
司

大
冶
詰
顧
問
。
著
書
に

『発
音
及
会
話
』
(
一
九
〇
八
年
)
、
『正
し

く
覚
え
ら
れ
る
支
那
語
入
門
』
(太
陽
堂
書
店
、
一
九
二
九
年
)
、
『思

想
の
影
に
立
ち
て
』
(我
と
人
生
社
、
一
九
三
〇
年
)、
石
山
福
治
共

著

『初
等
支
那
語
研
究
』
(崇
文
堂
出
版
部
、
一
九
三
二
年
)
が
あ
る
。

〈18
>

茂
木

一
郎

(
一
八
八
四
～

一
九
六
六
)。
群
馬
出
身
。
第
二
期

生
、
商
務
科
。
卒
業
後
東
亜
同
文
書
院
教
員
と
な
り
、
後
に
三
菱
商

事
に
入
っ
て
天
津
、漢
口
、横
浜
各
支
店
長
を
務
め
る
。
日
本
ソ
ル
デ

チ

ッ
ト
会
社
常
務
取
締
役
を
経
て
中
支
那
振
興
調
査
部
長
、
中
華
塩

業
公
司
顧
問

(山
口
啓
三

「追
憶
」
『濾
友
』
第
二
二
号
、
渥
友
会
、

一
九
六
七
年
、
四
頁
。
前
掲

『東
亜
同
文
書
院
大
学
史
』
一
七
二
頁
)。

〈
19
>

大
野
弘
。
埼
玉
出
身
。
第
二
期
生
、
商
務
科
。
横
浜
正
金
銀
行

入
行
、
上
海
、
営
口
、
遼
陽
、
長
春
勤
務
を
経
て
一
九

一
四
年
漢
冶

薄
公
司
上
海
総
公
司
顧
問
部
員

(前
掲

『東
亜
同
文
書
院
大
学
史
』

一
七

二
頁
)。

〈
20
>

江
口
良
吉
、
茂
木

一
郎
、
大
野
弘

「第
二
期
生
回
想
記
」
前
掲

『
東

亜
同
文

書
院

大
学
史

』

一
七

一
頁

。

〈
21
>

「瑳
浦

」

は
長
崎

、

「揮

粛
」

は
御

幡

の
号

。

〈
22
>

『
華

語

琿
歩

』

(
未
定

稿

)
。

六
角

恒

廣

氏

に

よ
れ

ば
、

巻

頭

に

ト

ー

マ
ス

・
ウ

ェ
ー
ド

「平

灰
編

」

に
倣

っ
た
発
音

教
材

「北

音
平

灰
編

」
、
次

に

『
漢
語

畦

歩
』

の
影
響

を

う
け

た

と
思

わ

れ

る

「
天

文

類
」

「地

輿
類

」

コ
房
屋
類

」

や

「貨

物

類
」

「顔

色

類
」

な

ど

分

野

ご
と

に
類
別

さ

れ
た
単
語

集

が
全

一
五

類
、

続

い

て
例

文
集

「散

語

」

と

「問

答

」

が
全

三
六

章
、

「附

録

」

と

し

て
中

国
人

の
姓

を

収

め

た

「
百

家

姓

」

と
広

部

精

『
亜

細

亜

言

語

集

』

に
似

た
諺

集

「常

言

類
」

と

い
う
内
容

で
あ

る
と

い
う

(六

角

、
前

掲

「御

幡
雅

文
-

上

海

の
語
学

の
達

人
」

一
五

一
頁

)
。

〈23
>

筆
者
未
見
。
六
角
、前
掲
「御
幡
雅
文
1
ー
上
海
の
語
学
の
達
人
」

一
五
四
頁
。
鱒
沢
、前
掲
「御
幡
雅
文
伝
考
」
三
三
、四
ニ
ー
四
三
頁
。

〈24
>

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
東
亜
同
文
会
本
の
奥
付
は

「明
治
三
十

四
年
七
月
十
日
発
行
」
を

「七
月
三
十
日
」
、
「発
行
者
」
を

「編
纂

者
」、
「編
輯
兼
発
行
者
」
を

「右
代
表
者
」
、
「東
京
市
芝
区
露
月
町

十
五
番
地
」
を

「牛
込
区
水
道
町
四
十

一
番
地
」
と
修
正
さ
れ
た
跡

が
あ
り
、
各
箇
所
に
柏
原
の
訂
正
印
が
押

さ
れ
て
い
る
。

〈25
>

柏
原
文
太
郎

(
一
八
六
九
～

一
九
三
六
)。
衆
議
院
議
員
。
東

亜
同
文
会
幹
部
と
し
て
中
国
人
留
学
生
教
育
を
行
う
東
京
同
文
書
院

の
設
立
運
営
を
担
当
、
後
に
同
会
が
中
国
に
設
立
し
た
中
日
学
院
、

江
漢
中
学
堂
に
も
関
わ
っ
た
。

〈26
>

長
白
桂
林
、
桂
林
は
号
。
御
幡
雅
文
が
北
京
留
学
に
し
た
際
の

中
国
語
教
師

(文
求
堂
本

『華
語
蹉
歩
』
。
六
角
、
前
掲

『漢
語
師

家
伝
』

一
四
三
-

一
四
六
、
一
七
〇
頁
)。
ま
た
、

一
八
八
二
年
五
月
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か
ら

一
八
八
四
年
七
月
ま
で
東
京
外
国
語
学
校
で
中
国
語
を
教
え
た

人
物
に
関
桂
林
の
名
が
あ
る

(張
美
蘭

「明
治
時
代
の
中
国
語
教
育

と
そ
の
特
徴
」
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
会
編

『中
国
21
』
田
・27
、

二
〇
〇
七
年
、

一
四

一
頁
)。

〈27
>

一
九
〇
二
年

(明
治
三
五
)
五
月
の
東
亜
同
文
会
京
都
支
部
総

会
で
幹
事
八
田

一
精
が

「昨
三
十
四
年
十
二
月
評
議
員
会
を
開
催
し

其
研
究
の
方
法
に
付
審
議
を
求
め
た
る
処
当
支
部
事
業
と
し
て
清
語

講
習
所
を
設
立
す
る
こ
と
に
議
決
し
既
に
本
年
五
月

一
日
を
以
て
之

が
開
所
式
を
挙
行
せ
り

〔中
略
〕
入
学
生
は
現
在
四
十
六
名
な
り
」

(『
東
亜
同
文
会
報
告
』
第
三
二
回
、
東
亜
文
化
研
究
所
編

『東
亜
同

文
会
史

明
治
大
正
編
』
霞
山
会
、

一
九
八
八
年
、
三
四
七
-
三
四

八
頁
)
と
報
告
し
て
い
る
。

〈28
>

真
島
次
郎
著
者
代
表

『華
語
葦
編
』
初
集
、
上
海

"
東
亜
同
文

書
院
、

一
九

一
六
年
初
版
、

一
九

一
九
年
第
三
版

(六
角
恒
廣

『中

国
語
教
本
類
集
成
』
第
二
集
第
二
巻
、
不
二
出
版
、

一
九
九
二
年
、

二
〇
九
頁
)。

〈29
>

同
右
、
二

一
〇
頁
。

〈30
>

発
音
表
記
に

つ
い
て
は
、
「発
音
の
表
示
法
は
羅
馬
字
綴
を
用

ひ
、
大
体
に
於
て
ト
ー
マ
ス
、
ウ
ェ
ー
ド
氏
の
語
言
自
遭
集
ヂ
ヤ
イ

ル
ス
氏
の
華
英
大
字
典
の
方
式
に
倣

へ
り
と
錐
も
、
発
音
の
混
同
を

避
け
画

一
を
期
し
て
、
改
正
を
加
へ
た
る
も
の
あ
り
。
但
英
文
に
あ

り
て
は
概
ね
彼
に
従
ふ
を
以
つ
て
、
括
弧
を
施
し
其
下
に
並
記
し
置

け
り
」
(同
右
、
二
〇
九
頁
)
と
説
明
し
て
い
る
。

〈
31
>

高
橋
正
二
編

『北
京
官
話
声
音
譜
』
上
海

"
東
亜
同
文
書
院
、

一
九
〇
五
年
、
序
。

〈32
>

高
橋
正
二

(
一
八
七
〇
～

一
九
三
六
)。
久
留
米
出
身
。

一
八

八
六
年
福
岡
県
立
久
留
米
中
学
校
卒
業
、
東
京
英
学
校
を
経
て
日
清

貿
易
研
究
所
に
学
ぶ
。
日
清
戦
争
に
は
通
訳
官
と
し
て
従
軍
。
三
井

物
産
合
名
会
社
香
港
支
店
に
勤
務
し
た
後
、
東
亜
同
文
書
院
、
久
留

米
商
業
学
校
、
九
州
帝
国
大
学
、
九
州
医
学
専
門
学
校
で
教
壇
に

立
っ
た

(中
村
彰
夫

「在
清
見
聞
録
」
第

一
経
済
大
学
経
済
研
究
会

編

『第

一
経
大
論
集
』
第
九
巻
第

一
・
二
合
併
号
、

一
九
七
九
年
、

五

一
-
七
七
頁
)。

〈
33
>

高
橋
正
二
の
東
亜
同
文
書
院
在
職
時
期
に
つ
い
て
は
、
松
岡
恭

一
、
山
口
昇
編
纂

『
日
清
貿
易
研
究
所
東
亜
同
文
書
院
沿
革
史
』

(上
海

"
東
亜
同
文
書
院
学
友
会
、

一
九
〇
八
年
)
に
、
「
一
九
〇
七

年

一
二
月
三
〇
日
高
橋
教
授
辞
任
」
(同
、
九
二
頁
)、
教
職
者
名
簿

に

「高
橋
正
二

明
治
三
六
年
五
月

一
五
日
～
明
治
四
〇
年

一
二
月

三
〇
日
」
(同
、
九
七
頁
)
と
あ
る
。
着
任
を

一
九
〇
二
年
と
す
る

説
も
あ
る

(中
村
、
前
掲
論
文
、
五

一
頁
)。

〈
34
>

高
橋
、
前
掲
書
、

一
頁
。

〈
35
>

同
右
、

一
五
頁
。

〈
36
>

『華
語
葦
編
』
初
集

(六
角
、
前
掲

『中
国
語
教
本
類
集
成
』

第
二
集
第
二
巻
、
一
=

○
頁
)。

〈
37
>

「〔
一
九
〇
〇
年
〕
三
月
、
小
室
三
吉
上
海
支
店
長
か
ら
の
御
幡

の
意
見
を
と
り
い
れ
た
意
見
書
」。
鱒
沢
、
前
掲

「御
幡
雅
文
伝

考
」
三
九
頁

(山
下
直
登

「三
井
物
産
会
社
支
那
修
業
生
制
度
の
歴

史
的
意
義
」
『西
南
地
域
史
研
究
』
第
四
輯
、

一
九
八
〇
年
、
三
三

〇
ー
三
三

一
頁
、
三
井
文
庫
所
蔵

(物
産

一
四
四
)
『明
治
三
十
三

年
上
半
季
会
議
録
』
所
収
の
孫
引
き
)。
句
読
点
は
鱒
沢
に
よ
る
。
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